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六曲一隻）2013年、3.「うつろい－ピアッツァ・コルドゥージィオ広場Ⅰ・Ⅱ」2013年は、博士審査展に合
わせてほぼ同時に描き上げた力作である。特に2. 「うつろい－グランドキャニオン」は、申請者が論ずる「空
気とかたち」を表現する上で最も適した対象であると共に、難しい課題であるが、見えないものとしての空
気を表現しえた努力作である。 
申請者の作品全体に流れる空気感は、日本の湿気の多い大気ではなく、西洋の澄んだ空気であり、大観よ
りターナー、日本舞踊よりバレエのように西洋の影響が大きいと思われる。 
2012年、10月17日論文査読会、12月2日作品審査会、12月15日博士発表展での論文発表の後、口述最終試験
を経て、提出された博士論文及び作品共に優れていると判断し、全員一致して高く評価し合格と判断した。
ちなみに、博士展において野村賞を受賞している。 
